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【連載】 

日本やフィリピンを取り巻く太陽光発電市場の現状について 

トランスナショナル上野ソーラーコーポレーション 

（Transnational Uyeno Solar Corporation） 

Vice President 副社長：Masahiro Nomura 野村昌弘 

 

第６回：「電線が来ていなくても、離島でも、使える”オフグリッド”ソーラーシステム」 

 

第６回目の今回は、これまでの連載記事とは少し違った太陽光ならではの活用方法やその実例

をご紹介したいと思います。それは、オフグリッドと呼ばれるシステムで、離島や隔離された地域

の電線のない場所での利用や、ディーゼル発電機に頼らざるを得ない地域での利用に代わる導

入方法です。当該システムは、フィリピンなどの島の多い国や、電線が行き届いていない地域で、

大きな力を発揮します。 

今回は弊社が手掛けたオフグリッドソーラーシステムや、弊社が日本の外務省の委託調査プロジ

ェクトにてフィリピンで実施したオフグリッドのニーズ調査の資料なども利用しながら、フィリピンで

盛り上がる太陽光の新たな使い道についてご紹介します。 

 

オフグリッドソーラーシステムとはなに？ 

まずは、「オフグリッドソーラーシステムとは何か」というところから始めたいと思います。そもそも、

オフグリッドというのは、日本語では「独立電源」とも言われますが、オングリッドと対になる言葉で

す。電力会社が提供する商用の電力網を GRID (グリッド)と呼びますので、大規模な電力会社により

張り巡らされた電線を経由して電力を買っている会社や個人が、ソーラーや風力発電機などを付

ける場合はオングリッドとなりますが、普段から自前のディーゼル発電機を利用して小さい範囲で

電力を利用している場合や、電力を使って

いない場所への設置の場合は、ソーラー

などの発電機を電力会社の電線網から独

立して設置するため、「オフグリッド発電」と

呼びます。その発電設備が太陽光パネル

で作られている場合には「オフグリッドソー

ラーシステム」と呼ばれますし、太陽光と

風力発電、太陽光とディーゼル発電機、と

いった二つ以上の電力源を利用した場合

には「ハイブリッド発電システム」となりま

す。 

日本でも災害時の利用や、工事現場、市町村のバックアップ電源、田畑など電線を引くにはお金
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がかかる地域などで、ディーゼルに代わる電力源としてオフグリッドソーラーシステムが利用され

るケースが増えています。また、フィリピンやその他アジアの国々、アフリカなど電力供給が十分

に行きわたっていない地域や、先進国でもオーストラリアなどのように発電所と電線を引くにはコ

ストがかかる町から外れた空港などでは、オフグリッドの電力源としてソーラーや風力などのシス

テムが活用されています。これまでは、そういったケースではディーゼル発電機のみに頼るケース

が多かったのですが、近年では軽油の価格高騰や、遠隔地であるがゆえの供給の不安定さ、環

境への配慮などを理由に発電機ではなくソーラーや風力を使って電力供給をするケースが増えて

います。 

では、具体的にどのように利用されているのか実例からご紹介したいと思います。 

 

ボラカイ島での電動トライシクル用オフグリッドソーラーシステム 

まずは弊社のフィリピンでの導入事例です。2013年 9 月にボラカイ島の電動トライシクル（e- Trike）

の充電設備としてオフグリッドソーラーシステムを設置しました。現在、アジア開発銀行（ADB）やフ

ィリピン政府が大々的に進めているトライシクルの電動化の一環で、ボラカイ島でも電動トライシク

ルを見かけることが多くなってきました。また、街中を走っているトライシクルを電動化する動きは、

フィリピンのみならず他国でも増えてきており、様々な場所で見かけられるようになってきました。

そのような中で、弊社が実施したプロジェクトは、アメリカ合衆国国際開発庁（United States 

Agency for International Development (USAID)）と、Climate Change Commission、フィリピンエネル

ギー省（Department of Energy）と協力し、環境にやさしく持続可能なエネルギーの提供を目的とし

て実施されました。当該プロジェクトでは、200 ㎡の土地に14kwp のソーラーシステムに蓄電池を

セットした小屋を作り、電動トライシクルの充電設備を完成させました。この施設を利用して、右下

図のような電動トライシクルに受電する事が可能となっています。 

 

 

これまでの連載でも書かせて頂いた通り、既にフィリピンでは太陽光発電による電力価格（5 ペソ

程度）は、ディーゼル発電機による発電単価（15-20 ペソ程度）や、電力会社からの買う電力価格

（8-10 ペソ）に比べても大幅に安くなっており、単に環境問題の面でのメリットのみならず、ガソリン

や軽油を利用した発電に比べると大幅にコスト面で優位となっており、最も効率的な動力源になり

ます。 

設置完了後の竣工の記念撮影（左写真）と、電動トライシクルの様子（右写真） 
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但し、電動トライシクルの普及に際しては、

通常、電動トライシクルは、家庭や会社に

来ている電気を利用して充電しています。

弊社の実施した調査では、ドライバーが電

動トライシクルを自宅で充電しているケー

スが一番多いようです。もちろん、ガソリン

代に比べるとコスト負担は軽いものの、充

電時間も比較的長い事や、規格に合って

いない電力ケーブルで充電をして、火災や

ショートといった様々なリスクをはらんでいることもあります。また、走行距離が長くなると、昼間に

充電が必要になり、その間は利用できないケースもあります。また、そもそも電力そのものが化石

燃料に由来するため、完全に環境に対応したビジネスモデルとは言い難い面もあります。 

加えて、日本の企業も含め、様々な企業がこの電動トライシクル市場に参入していますが、多くの

問題はインフラの確保です。外務省の調査プロジェクトでも明らかになったことですが、地方の電

力インフラの現状は非常に悪く、電力供給量そのものも十分ではありません。場所によっては、電

力そのものの供給が昼の3時間程度に限られている場合や、まったく供給がない時期や期間もあ

ります。そういった場所では、もちろん電動トライシクルの充電は、発電機を持っていない限りでき

ないという事になります。 

そこで、新しいビジネスモデルとして、電動トライシクルの普及には、こういったコストと環境面のメ

リットのあるオフグリッドやオングリッドの環境にも、また経済的にも効率の良い充電設備の同時

普及が重要になってきます。 

 

エルニドに導入されているオフグリッドのソーラーハイブリッドシステム 

もう一歩進んで、パラワン島にある

エルニドという地域には、ある一定

の村全体を電化したオフグリッドシ

ステムがあります。こちらも弊社が

外務省の委託を受けて調査した地

域の一つでもありますが、ソーラー

システムとディーゼル発電機を組み

合わせたハイブリッドシステムで、 

１００世帯余りの村を電化していま

す。 

ボラカイ島を走る別の電動トライシクル 
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このシステムが導入されるまでは、村には裕福な家庭には発電機がありました。しかし、発電機そ

のものも高価ですが、それ以上に燃料代が非常に高く、裕福な家庭以外には電力はなく、夜はラ

ンタンなどに頼っていました。そのため、健

康の問題や、子供の学習時間の問題、食

糧の保存のなど様々な課題がありました。 

しかし、NGO によるハイブリッドシステムの

導入がなされたことで、村に住民組織が作

られ電力供給が可能となり、より健康的か

つ安全な生活を送ることができるようになりま

した。もちろん、各家庭が冷蔵庫を持てる 

ような十分な電力は供給できませんが、ビジ 

ネスセンターと呼ばれる場所で製氷し、それを安く販売する事である程度の食料の保存もできるよ

うになりました。 

では、なぜ電力会社が電線をつながないのかという疑問を持たれる方もいらっしゃるかもしれませ

ん。もちろん、電力会社としてもこういった問題を解決する意思と責任を持っており、電力会社が

電線を引けば解決できる場合もあります。しかし、電線を高圧のまま引くには非常に大きな初期コ

ストがかかると同時に、メンテナンスにも大きなコストがかかります。大きな電力使用量が見込め

る地域であれば元が取れるかもしれませんが、そもそも電力を利用していない人たちが使う電力

には限りがありますし、支払い能力も低い場合が多く、電力会社としては赤字を覚悟しなければな

らず投資しにくいのが現状です。 

また、そこまで電力を運ぶのにかかる費用を計算すると、顧客にその負担を求めなければならず

ますます住民への負担か大きくなってしまうことになります。 

Solar Panels

MonitoringInverters

BatteriesGenerator

Power PlantHouse BusinessCenter

Micro Grid

Battery Charge

Ice & Water

Clustered Houses

Remote Houses

出展：SMA 社ウェブサイト 

オフグリッドイメージ図 
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そこで、オフグリッド電源というのが見直されており、

特に軽油やガソリンなど、遠くから持っていく必要の

ない無尽蔵の電力源としてソーラー、風力、小水力な

どの環境にやさしいエネルギーに注目が集まってい

ると言えます。 

 

その他オフグリッドシステムの導入例 

では、オフグリッドシステムが導入されている他の実

例や、これから導入が期待される地域や方法などについてここから紹介します。 

代表的な利用方法としては、左写真のような自然環境を売りにしたリゾートホテルなどで、設置容

量のサイズは様々ですが積極的に利用されているケースが非常に増えています。利用されるエ

ネルギーのすべてを賄う電力をソーラーだけで設置する場合に限らず、少しでも環境への影響を

少なくすることが考えられてきており、ブランドイメージとして取り組むなど設置の理由は様々です

が、少しずつ輪が広がっています。 

また、公共機関などで取り入れられるケースも増えています。特に日本では街灯がソーラーパネ

ルによって電気供給されているケースがあり、災害時の緊急電源としてバス停等に設置されてい

るケースもあります。また、市町村の屋根等にも設置されており、災害時や有事には緊急補助電

源としてオフグリッドにできる仕組みになっている場所もあります。このように必ずしも電気がない

場所に限らず、電線の届いている場所でも様々な状況で独立した電源として利用できるように設

計されたシステムが増えてきています。 

また、オーストラリアでは、右写真の

通りNewman地域空港に120kWのソ

ーラーシステムが設置されており、

特にオーストラリア西部の地域で、

環境問題とコストの両面でアドバン

テージのあるオフグリッドソーラーシ

ステムが国家を上げて推進されてい

ます。この活動のために、オーストラ

リア政府の環境エネルギー機関によ

る4 億ドルのファンドが作られており、

重要な電力供給源となっています。 

他にも特徴的なものとして、マニラのBonifacio Global Cityに設置されているSolar Treeと呼ばれ

る太陽光パネルを利用した携帯充電器もあります。アートな作品かつ携帯電話の充電設備として

注目されています。 
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エネルギーの「地産地消」と私たちの選択 

ここで、一つ皆様に覚えて頂きたいのは、近年よく日本で野菜などの食料に対して使われる「地産

地消」という言葉が、実はエネルギーについても議論されるようになってきているという事です。遠

くで発電された電力を、送電線を使って100km先の家まで送るよりも、使う場所で使う分だけ作る

ことが最も効率的かつ安価になってきているのです。これは、いわゆるスマートシティと呼ばれる

バランスのとれた電力供給を行う街作りの基本となる考え方です。 

現在では、太陽光に限らず、小水力や、小型の風力発電など様々なオプションが私たちにはあり

ます。また、近い将来、水素による発電という空気と水を利用した発電もできるようになると言われ

ています。そうした様々な電力供給源の中で適したものを、最も効率的に取り入れる事で、より安

価で環境にやさしいエネルギーの選択を行い、社会に貢献する事が出来ます。 

もう一度、皆さんの利用されているエネルギーについて考えるきっかけになればと思います。 

 

今回は、ソーラーの新しい利用法をご紹介するという意味で、オフグリッドのシステムについてご

説明しましたが、ご理解いただけましたでしょうか。ソーラーには非常に広範囲かつ多様な利用法

があります。オフグリッドのシステムに限っても、一般の街中に利用されているケースもありますし、

様々なニーズにこたえるシステム設計が可能です。また、ソーラー全般に言える事ですが、ソーラ

ーパネル１枚の設備で特定の機器の動力に利用される場合から、村全体やリゾート全体を電化

するなどの超大型の設備まで、単にオフグリッドといえども様々なサイズや設置に対応できます。

ご興味のある方は是非弊社までお問い合わせください。 

また、「どこか未電源地域に電力を供給するという社会貢献をしたいので、何か一緒にできないか」

といったご相談等も賜っていますので、お気軽にお声かけください。弊社 Transnational Uyeno 

Solar Corporationでは、皆様のご要望を踏まえて、具体的かつ最適なシステム構成や、シミュレー

ションにてご説明しますので、ぜひお気軽にお問い合わせ下さい。 
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Transnational Uyeno Solar Corporation 

Penthouse, Net Quad Building, 4
th
 Avenue corner 30

th
 Street, Bonifacio Global City, Taguig 

Vice President Masahiro Nomura 

masahiro-nomura@uyeno-group.co.jp 

General Manager Jen Santamaria-Tablante 

jen.tablante@tdgworld.com 

Tel +632 830-8888 loc 8222 

ホームページ http://www.tuscsolar.com/ 

 

次号では「太陽光発電の今後」についてお話したいと思います。 
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